
〇生活保護法の規定による生活扶助を受けている者

〇障がい者、未成年者、寡婦、寡夫、単身児童扶養者
（児童扶養手当を受給している１８歳以下の児童の父又は母）

※前年の合計所得金額が１３５万円を超える場合を除く

〇生活保護法の規定による生活扶助を受けている者

〇障がい者、未成年者、寡婦、ひとり親

※前年の合計所得金額が１３５万円を超える場合を除く
※寡婦及びひとり親のうち、住民票の続柄に「夫（未届）」「妻（未届） 」
の記載がある者は対象外とする。

現行 改正後

寡夫

特別寡婦
ひとり親

<未婚の
ひとり親>

扶養親族
〈子以外〉
あり

扶養親族
なし

寡婦
寡婦ひとり親

所得
500万円

所得
500万円

現行

※全体について事実婚チェックなし ※住民票の続柄に「夫（未届）」「妻（未届） 」の
記載がある者は対象外とする。

扶養する
子なし

控除額30万円控除額30万円

控除額26万円控除額26万円

ひとり親に対する税制上の措置及び寡婦（寡夫）控除の見直し

改正後

所得
500万円

●婚姻歴の有無による不公平と男性のひとり親と女性のひとり親の間の不公平の解消

●個人住民税の人的非課税措置の対象の見直し
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